
 

 

              岐阜県立吉城高等学校育友会会則  

                                                            

                                 第 一 章  総    則 

 

（名   称） 

第１条   本会は、岐阜県立吉城高等学校育友会と称する。 

（目   的） 

第２条    本会は、生徒の福祉を増進し、家庭と学校との関係を密にし高校教育を振興し、合わせて地域社

会の文化向上に努力することを目的とする。 

（事   業） 

第３条   本会は、その目的を達成するため、次の事業を行う。 

     (1) 生徒の補導、保護並びに福祉増進に関すること。 

     (2) 学校の教育環境の整備を図ること。 

     (3) 学校と家庭との連携を深め、指導方法を充実すること。 

     (4) 会員の研修を深めるとともに、相互の親睦を図ること。 

     (5) その他高等学校教育に必要と考えられること。 

（事  務  局） 

第４条   本会の事務局は、岐阜県立吉城高等学校内に置く。 

（会   員） 

第５条   本会の会員は、岐阜県立吉城高等学校に在学する生徒の保護者であって入会同意が得られた 

者並びに同校に在職する教職員とする。 

（入退会） 

第６条   本会の入会にあたっては、入会同意書を提出する。また本会からの退会については、以

下のとおりとする。 

(1)  自動退会 卒業または退学等により、会員資格を失う者は、会員資格の消滅をもち退会とする。

 退会届の提出は必要ない。 

（２） 任意退会 自由意思により退会する者は、退会届を提出する。 

（個人情報の管理・運営） 

第７条   本会の活動を推進するために必要とされる個人情報の取得や利用、管理については、「岐阜県立

吉城高等学校育友会及び部活動後援会個人情報取扱規則」に定め、適正に運用するものとする。 

                                 

第 二 章  役    員 

 

（役   員） 

第８条   本会に次の役員を置く。 

   (1) 名誉会長        １名（学校長）           (6) 女性  部長   １名（保護者） 



 

 

   (2) 会   長     １名（保護者）          (7) 女性副部長   若干名（保護者） 

   (3) 副会長         若干名（保護者）          (8) 監   事    ２名（保護者） 

   (4) 書   記   若干名（保護者，教職員）  (9) 顧   問   若干名（功労者） 

   (5) 会   計      ２名（保護者，教職員） 

（役員の職務） 

第９条   会長は、会務を総括し、会を代表する。 

２． 副会長は、会長を補佐し、会長事故ある時は、その職務を代行する。 

３． 書記は、本会の庶務を担当し、諸記録の作成保持に当たる。 

４． 会計は、本会の会計に関する事務を担当する。 

５． 女性部長並びに女性副部長は、会務の審議執行について女性部の立場を担当する。 

６． 監事は、本会の会計を監査する。 

７． 名誉会長・顧問は、本会の運営等について会長の諮問に応じる。 

（役員の選出） 

第１０条   役員の選出は、次の通りとする。 

(1) 会長、副会長、書記、会計、女性部長、女性副部長及び監事は、前年度の本部役員会で推薦し会員

の直接信任投票によって決定する。           

   (2) 信任は、得票が有効投票数の過半数を超えなければならない。 

   (3) 顧問は、役員会において推薦する。 

（役員の任期） 

第１１条   役員の任期は、１年とする。ただし，再任を妨げない。 

２． 欠員の補充による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

                                 第 三 章  機    関 

 

（議決機関     ） 

第 1２条   本会に次の議決機関を置く。 

     (1) 総  会                  (2) 役 員 会 

２． 総会・役員会は、会員または役員の過半数の出席により成立し、その議決は、出席者の過半数によるも

のとする。ただし、会則の改廃については、出席者の３分の２以上の賛成を必要とする。 

（総   会） 

第 1３条   総会は、毎年１回会長が召集し、次の事項を審議決定する。 

     (1) 役員の選出と承認 

     (2) 予算及び決算の承認 

     (3) 事業計画及び事業報告の承認 

     (4) 会則の改廃 

     (5) その他重要事項 



 

 

     ただし、会長が必要と認めたときは、臨時総会を召集することができる。 

２．総会の議長は、その都度会員の中から選出する。 

（役 員 会） 

第 1４条   役員会は、総会に付議すべき諸案件、その他重要事項について審議する。 

２．役員会は年度当初に限り、総会による予算決定までの期間に係る暫定予算を審議決定することができ

る。この場合、暫定予算はやむを得ない支出予算に限るほか、当該年度の予算が成立したときは失効するも

のとみなし、暫定予算に基づく支出又は債務の負担は、当該年度の予算に基づくものとみなす。 

（専門部会）  

第 1５条   会員相互の研修を深め、家庭と学校との連携を強化するため、次の専門部会を置く。        

  (1) 進 路 部 会   (2) 広 報 部 会  （３） 生 活 部 会 

２． 各部会の組織及び構成は会長が委嘱する。 

３． 各部会には部長、副部長を置き、各構成員の互選により選出する。 

 

                                 第 四 章  会    計 

 

（経   費） 

第 1６条    本会の経費は、会費、その他の収入をもってあてる。 

（会費及び入会金） 

第 1７条  本会の会費は、月額 500円とする。 

（会計年度     ） 

第 1８条   本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月 31日までとする。 

 

 

 附   則 

１．  本会則は，昭和５１年４月１日より施行する。 

①平成元年４月１日一部改正。 

②平成８年５月１０日一部改正。 

③平成１１年５月７日一部改正。 

④平成１７年４月２３日一部改正。 

⑤平成２６年５月２日一部改正。 

⑥平成２８年４月２８日一部改正。 

⑦平成２９年４月２８日一部改正。 

⑧平成３１年４月２６日一部改正。 

⑨令和７年４月１日一部改正。 

 


